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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください 

実入りの秋によせて 

学年主任 遠藤祐也 

 

 すっかり秋ですね。夏の猛暑で実入りを心配された田んぼの稲もしっかりと実をつけて頭を垂れている姿

を目にします。先日通りがかった田んぼでは収穫を終え、稲穂の天日干しをしていました。 

さて、10月 16日に大学の先生方による出張講義、ミニ大学がありました。私は山梨大学医学部で救急

救命医療に携わる森口武史先生の講義を医学に関心のある生徒と受講しました。２年生のみなさんは、今年

の３月に体育館で心肺蘇生法の講習があったことを覚えていると思いますが、そこで講師をしてくださった

方が森口先生です。 

 講義では先生が主に携わっている救急医療、重症者医療、災害医療の３つの領域について、現場の写真な

どを交えて高校生にわかりやすく話をしてくださいました。解説の中にはＴＶやネットではモザイクがかか

るような資料もあって衝撃を受けた生徒もいたと思いますが、医療の最前線で起こっていることを「論より

証拠」で感覚的にも理解できたのではないかと思います。どの話も興味深く、２時間という通常の講義より

も長い時間でしたが、受講者も集中してよく聴いていました。 

 先生の話の中で最も印象に残っていることを書きます。みなさんもご存知の通り、救命医療では数多くの

医療従事者が治療に携わります。実際に治療の様子を撮影したＶＴＲでは医師だけでも５～６人、看護師や

技師などを含めると森口先生をリーダーとして１０人以上が手術室を所狭しと動いていました。講義の後半

で受講者が「チーム医療をしていく上で大切なことは何ですか？」というよい質問をしました。その質問に

対して森口先生は次の２点について回答されました。 

・協働して治療に当たるためには「救命」という目的のために全体で動いていく必要がある。相互の

意思疎通を円滑にするためにはチーム内の人間関係を良好に保っておく必要がある。 

・救命治療に明確な正解はなく、チームの医療レベルを高めるためには、処置後に『ああすればよか

った』『別のやり方もあったのではないか』といった医療チーム内からのフィードバックが重要にな

るが、そういう意見を年齢や役割分担に関係なく言い合える環境を作っておく必要がある。独りよ

がりなリーダーが独善的に判断し、他者からのフィードバックを受け入れない状態だと、メンバー

がリーダーから離れて行き、リーダーがミスをした時、そのミスを心の中で喜ぶ人間が出てくる。

その割を食うのはほかでもなく患者であり、救命医療の現場では患者の命に関わることになる。 

森口先生の語り口は軽妙でユーモアがあり、どこか人を惹きつける魅力がある、と思いながらお話を伺っ

ていたのですが、その理由がこの回答からよくわかりました。森口先生の持っている人間的な魅力が人を惹

きつけていたのです。 

 医師には、確かな知識や技術が必要で、常に学び続けなければならないことは言うまでもありません。し

かし、それだけでは名医にはなれないし、厳密に言えば人を救うことはできないのかもしれません。知力や

技術に加えて「人間力」があってこそ大きな仕事ができるのです。そしてこれは医師という仕事に限ったこ

とではありません。ミニ大学で他の講座を受講した生徒の感想を読ませてもらいましたが、どんな仕事も一 

人ではできず、誰かと協働して行うものである以上、コミュニケーションの力 

があって、誰とでも良好な関係を築くことができる、人間力のある人が大きな 

仕事を成し遂げ、上に立つのです。 

「実るほど頭を垂れる稲穂かな」という言葉を知っていますか。実るほど 

自重で穂先が地面に垂れていく稲穂に例えて、「学問や技能、人間性が深まる 

と、他人に対してますます謙虚になること」を意味します。折しも、スポー  

ツの秋、読書の秋、勉強の秋、「〇〇の秋」です。授業はもちろん、部活動や 

課外活動をはじめとする日々の生活の中で自分を磨き、実り多き秋になると  

いいですね！ 

 

 

 

  

 



「86,400秒のプレゼント」 

１組副担任 礒部優子 

 以前、ラジオである記事（詩）について紹介をしていました。興味深い内容だったので皆さんと共有したいと思います。

前半は少し省略しました。 

過去にさかのぼることはできません。 

あなたは、今日与えられた預金（時間）の中から今を生きないといけません。 

だから、与えられた時間に最大限の投資をしましょう。 

そして、そこから健康、幸せ、成功のために最大のものを引き出しましょう。 

時計の針は、走り続けています。 

今日という日に、最大限のものを作り出しましょう。 

１年の価値を理解するには、浪人した学生に聞いてみるといいでしょう。 

１ヶ月の価値を理解するには、未熟児を産んだ母親に聞いてみるといいでしょう。 

１週間の価値を理解するには、週刊誌の編集者に聞いてみるといいでしょう。 

１時間の価値を理解するには、待ち合わせをしている恋人たちに聞いてみるとい いでしょう。 

１分の価値を理解するには、電車をちょうど乗り過ごした人に聞いてみるといいでしょう。 

１秒の価値を理解するには、たった今、事故を避けることができた人に聞いてみるといいでしょう。 

10分の１秒の価値を理解するためには、オリンピックで銀メダルに終わってしまった人に聞いてみるといいでしょう。 

あなたの持っている一瞬一瞬を大切にしましょう。 

そして、あなたはその時を誰か特別な人と過ごしているのだから、十分に大切にしましょう。 

その人は、あなたの時間を使うのに十分ふさわしい人でしょうから。 

そして、時は誰も待ってくれないことを覚えましょう。 

昨日は、もう過ぎ去ってしまいました。    

明日は、まだわからないのです。 

今日は、与えられるものです。 

だから、英語では「今」をプレゼント（= present）といいます。 

「86,400秒のプレゼント」 作者不詳から 

 タイトルの 86,400秒とは、１日２４時間を秒で換算した数字です。つまり、私たちは皆、毎日 86,400秒を与えられてい

ます。時にはボーっと休むことも必要だと思いますが、今この時を大切にしなければと思わせてくれる記事でした。 

 
 

11 月の主な行事予定 

   １１月 １日（水） 更衣 ，第 2 回バイク免許取得希望者説明会（昼），フードドライブ（10 日まで） 

      ２日（木） 学校創立記念日（生徒休業日） 

３日（金） 文化の日 ，卒業生学校見学会（午後） 

６日（月） 午後授業カット ，昼清掃，三者懇談 ，部活動可（PM），献血（終日 蒼龍館） 

７日（火） 午後授業カット ，昼清掃 ，三者懇談 ，部活動可（PM） 

８日（水） 午後授業カット ，昼清掃 ，三者懇談 ，部活動可（PM） 

      バイク安全運転講習会（PM 湯村自動車学校） 

９日（木） ▲カセット ５短， 芸文祭グランドステージ・パレード 

１０日（金） ⑥カット ，５短 ，昼清掃 ，三者懇談 ，教育相談 

１４日（火） 第３回定期試験時間割発表 ，学習強化週間（20 日まで） 

     １５日（水） 登校時マナーアップ運動 

     ２０日（月） 県民の日 （生徒休業日） 

電気設備点検（8:30～11:00 停電・断水） 

２１日（火）  第３回定期試験（２７日まで） 

２３日（木） 勤労感謝の日 

２７日（月） ③学年集会 ，クリーンキャンペーン（PM） 

２８日（火） 成績処理日（生徒休業日） 

３０日（木） ▲カセット ，SOW（研究施設訪問） 
 

 


